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１．概要（Summary） 
金属ナノ構造における自由電子のプラズマ振動と光の

共振現象である表面プラズモンポラリトン(SPP)発生に伴

いナノ構造の吸収および散乱断面積の増大、ナノ構造近

傍への電場集中が生じる。これを利用した金属ナノ構造

のメタ表面としての応用が、様々なナノ構造に対して報告

されている。ナノ構造として金属ナノシリンダーを周期配

列させたプラズモニックアレイを用いると、SPPと光回折が

カップリングした協同モードに基づく高効率光取出しによ

り、指向性のある発光増強が実現する。他方、金属の大き

な吸収損失や発光中心から金属へのエネルギー移動に

伴う発光中心の失活を回避するため、ナノ構造の材料を

損失の少ない誘電体や半導体に変える試みが進んでい

る。本研究では、プラズモニックおよび非プラズモニックナ

ノシリンダーアレイにおける発光増強効果を比較すること

を目的として、可視域での吸収が小さく高い屈折率を示

すSiからなるナノシリンダー周期アレイを設計・作製した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

LPCVD 
【実験方法】 

シリカガラス基板上に LPCVD で poly-Si 薄膜を成膜

し、電子線ビームリソグラフィで Si ナノシリンダーアレイ

を作製した(Fig. 1)。角度依存透過率測定を行った。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
試料の透過率には磁気双極子、電気双極子に帰属さ

れる共鳴が見られ、両者の共鳴波長が一致する条件にお

いて反射率が著しく低下する、Kerker 効果が見られた。 
 

 
Fig. 1. Atomic force microscope image of the Si 

nanodisk array. 
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